
助成申請年度／2020年度～2022年度
 新しい活動を「つくりだす」助成

グリーフケアネットワークぐんま
『ことのは』　成果報告書

特定非営利活動法人キッズバレイ

https://cotonoha.info/
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3年間を振返って



当団体は子育て世代がいきいきと暮らし働くことのできる地域づくり
のために、活動を行ってきました。子育て世代が背負っている苦悩は
多岐にわたり、中でも両親、夫、子どもといった「大切な人との死
別」により、誰にも相談できず苦しみ、助けを求められず長期間自分
の中で抱え込んで自分を責め続けている人がいるという現実を知りま
した。​
　本プロジェクトでは、心の準備なく突然訪れる、友人、家族、子ど
もといった大切な人との死別によって、深い悲しみや喪失感に襲われ
ることで誰もが陥る「グリーフ（悲嘆）」の状態についての正しい理
解を広め、同時に当事者にそっと寄り添い、援助する「グリーフケ
ア」を身近にすることを目指しこの三か年事業に取り組みました。

はじめに
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・日本全体　死亡数　1,362,482人（H30）
・群馬県　 　死亡数　    22,937人（事故死718人含）
0～19歳の死亡数　72人
　　―新生児死亡（生後4週未満の死）8人
　　―乳児死亡（1歳未満の死）24人
　　死産　288
　　周産期死亡　28

単純計算ですが…群馬県人口約195万人に対して死亡数2万3千人という現状に
おける、グリーフを感じている人口は…　 　

非常に深いグリーフ
（伴侶、子、親など）　

死亡数
×2倍 4万6千人

深いグリーフ（親族など）　　　　死亡数×10倍 23万人

グリーフ（知人、友人など）　　　
死亡数
×100倍 230万人

人口を超える

人口の約12％

■社会の現状
「多死社会」を迎えた日本。2040年頃まで年間死者数は増加の
一途を辿ると推計されている（国際社会保障・人口問題研究所）



死について話すことは、生きることについてもつながるという死生観をもって
医療や公的サービスが及ばない、「大切な人との死別」という一人ひとりの
グリーフに向き合い、グリーフからの回復の助けとなる。

課題・解決の目標
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■3年後の目指す成果



取り組みの概要
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■全体設計

グリーフ（悲嘆）についての理解を広げ、悲しみの中にいる誰もが自分を責めたり、一人で抱え込むことなく、

グリーフに適応するための適切なサポート（グリーフケア）が身近にある地域

家族のサポート力の弱まり

グリーフの症状の理解不足

葬送儀礼の簡略化

身近に話せる人がいない

グリーフの長期化
複雑化の可能性

子育て支援

医療機関

ゆるやかな
地域のつながり

保育教育
機関

グリーフケア・
ネットワーク群馬

仕事の支援

日常
グ
リ
ー
フ

行政機関

社
会
的
孤
立

地域や近隣の人々の
関係性の希薄化

死別の苦悩を抱えながら
孤立してく可能性

介護・看病離職、Uターン

町内会等の地域自治
の弱まり

コミュニティ
スペース

無料学習
支援

子育て支援
団体

宗教関連

介護
事業者

（既存のキッズバレイの活動領域）

悲しみと
共に生きる

社会の現状 悲嘆にある人の現状

「ことのは」の具体的な取り組み
●広める ：誰にでも起こる大切な人との死別とグリーフについて知る機会をつくる
●ケアの場：現在グリーフにある方を対象として、心の中を整理し、安心して涙を流せ、
　　　　　   当事者同士がつながることのできるケアの場をつくる。
●人材育成：地域内でグリーフケアを行うことのできるファシリテイターの人材を養成する。
●基盤形成：他機関が連携できるベ ースとして、「グリーフケア・ネットワーク群馬」の輪を広げる。



広める

取り組みの詳細
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中毛／前橋

西毛／ 高崎市・安中　北毛／沼田

「グリーフケア」が身近にある地域を目指して



取り組みの詳細
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ありのままの自分の気持ち ココロの言葉＝「言の葉」を大切にし
かなしみの中にいる誰もが自分を責めたり、
1人で抱え込むことのないようグリーフ（悲嘆）に適応するための適切な心のケア
「グリーフケア」が身近にある地域を目指して活動しています。

言葉は外に向かって広がるものではなく、心の中に多数ある。
少しいびつだけれど温かみのある丸の中に沢山の葉が重なるイメージ

ロゴの作成

　　　■活動名『ことのは』に込めた思い

リーフレット作成

・当事者向け　・支える方向け
・リーフレット立て

ことのはのスタッフは、グリーフの状況にある子どもや大人をサポートするための知識と、

寄り添うためのスキルを学び、またグリーフを抱えていた当事者でもあります。

グリーフを抱えどうしたらよいかと立ち止まっている方と、少しずつ一緒に歩む

お手伝いをしていきます。

当事者

対等な関係
ジャッジしない

安心安全な場
の提供

　　■『ファシリテーター』の役割
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寄り添﻿い支えあう地域に

『ことのは』では、グリーフケアに関心を持ち、支える側に立ちたいという方を
「ことのはサポーター」としてお迎えしています。サポーターは、私たちが大切に
している想いを共有し、その想いに賛同してくださる方々です。一緒に活動し、グ
リーフケアの大切さを広める仲間として、お待ちしています。

■ことのはサポーター

【人材育成目標】
・県内各地でグリーフケアに携わりたい支援者の研修制度が整い、グリーフケアを
伝えられる人が各地にいる。
支援者同士の連携ができるようになり、困難なケースなどにも寄り添える体制が整う。

サポーターは、プログラムのファシリテーターだけではありません。
〇ボランティアとしてグリーフケアの場をお手伝いいただいている方
〇各地域で活動する際に協力いただいている地域サポーターさん
お住まいの地域や職場で、グリーフケアを広げたいと思っている方も
いらっしゃいます。

グリーフケアに関する
勉強会の実施

サポーターさんの
フォローアップ

男性のグリーフケアの場

プログラムの 
ファシリテーター
（進行役）

プログラムの

ボランティア

地域

サポーター
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地域との連携

地域の関係機関や団体との連携
      活動（グリーフケア）を行う上で地域への周知、信頼性を高める。

■グリーフを抱えた方に、グリーフケアを届けたい

地域の新聞社
記事の掲載

SNSで周知
チラシ配布

協力団体との
共催

リーフレットの
配布

課題
どんなグリーフ？

開催場所はどこで？

“声”を反映し
形を変えて実施

ほっとぐんま630にて取材

群馬県のHPへ掲載していただきました地域の新聞社に取材いただきました
利根沼田地域で発行「週間利根」

医療機関のご協力
必要な方へお渡しいただいています



■3年間での参加者数　　座談会・WS参加者／ 174名　講演会／約650名

助成1年目は、新型コロナウィルス感染症の影響で、対面での座談会の開催
を検討することも多くありました。その半面コロナ禍により、グリーフを抱
えながら人とのつながりを持ちにくく孤立している方、また亡くなる方の傍
にいることが難しいとった状況でもありました。参加者から寄せられた「こ
のような場があってよかった」「同じような境遇の方とお話したかった」
「参加してよかった」そんなあたたかな言葉をいただき、グリーフケアの大
切さを再確認した3年間でした。
手探りのなか一歩一歩、ご協力を得ながら活動してきました。
地域のご協力を得て、活動場所を東毛地域から群馬県全体に拡大し、自治体
からのご紹介も増え、つながりに感謝しています。
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3年間を終えて



No. 01

No. 03

No. 02

No. 04

開催してみて、計画通りにいかないこともあると感じました。
取り組み内容を柔軟に変えていく必要性も重要です。
グリーフを抱えるのはご遺族だけでなく、身近な方々も同じです。
お話の場が必要なのはもちろん、支援者同士がゆるやかにつながる場も必要で
す。助成によって「つくりだせた」場を大切に活動するためには、どうしたらい
いのか、今後も考えていきます。

活動の気づきと次のステップ

専門職の方のグリーフ

関わりの深かった患者さん
や、お看取りが続いたときな
どもグリーフを抱えます。

支援者同士のつながり

グリーフケアについて
市民や企業など様々な
ステークホルダーが連携で
きる信頼できる組織基盤の
必要性。

地域によって

グリーフケアの場に足を運
びにくい地域もあります。
開催方法の検討の必要性。

事業の継続

助成を終えても、「細く長
く、このような場があった
ら」との声にこたえたい。
賛助会員の拡大。
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終わりに

普段の生活のなかで、ふと話したいときに
話せる場。気持ちが少し元気になったら、
いつもの日常に戻る。そんな、身近にグリ
ーフケアがある地域を目指していきます。

グリーフケアが身近に

こどもたちの抱えるグリーフ。
かなしい気持ちになったときは、「泣いて
いいんだよ」とお伝えしています。
親子でのふれあいを大事にしています。

こどものグリーフケア

活動しているほとんどの方は、大切な身近
な方を亡くした当事者でもあります。
グリーフケアの輪を、広げていけるよう
今後も活動していきます。

ことのはサポーター

この助成により、大切な人を亡くした方々が一人で悲しみを抱え込まずに、グリーフ
ケアのサポートを受けられる仕組みが築かれました。さらに「グリーフケア」が地域
に浸透し、かなしみを抱えた方々に声がけできる優しい地域を目指して、３年間の助
成事業で築いてきた『ことのは』を今後も丁寧に活動してまいります。
今後ともみなさまのご理解とご協力、そしてご支援をどうぞよろしくお願いします。

2023年（令和5年）8月
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NPO法人キッズバレイ
代表理事　星野麻実
桐生市本町５丁目51
東武桐生ビル１階cocotomo
0277-46-7486

https://kids-valley.org/index.html

contact@kids-valley.org

https://www.instagram.com/npokidsvalley/

web

email

SNS

■『ことのは』立上げ協力団体様　あすかセレモ 株式会社・有限会社 COCO-LO　

https://www.aska-ceremo.co.jp/
http://coco-lo.net/

